
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

29年度決
算額［千
円］

30年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②令和元年度に取組む改革・改善内容

元年度予
算額［千
円］

1 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童総務事務に要する経費 こども支援課 　　

①子ども・子育て施策について、子ども・子育て会議を開催
し、調査審議する。
②子ども・子育て支援事業計画が令和元年度末をもって終了
することから、令和２年度からの次期計画を策定する必要が
ある。

8,901 9,051
6精査・検
証

①次期計画の策定に向けて３０年度に実施したニーズ調査
結果を踏まえ、計画に掲げる施策展開について検討する必
要があるため。
②現状分析、課題の整理、事業量の推計などを行い、令和２
年度からの次期子ども・子育て支援事業計画を策定する。

11,379

2 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

家庭児童相談に要する経費 こども支援課 ○ 　　

①家庭児童相談の対応、支援対象児童等への対応、鎌ケ谷
市児童虐待防止対策等地域協議会の運営を行う。
②こどもの養育環境の悪化による児童虐待ケース、養育に困
難が生じているケースの増加により、対応する職員の専門的
な知識が必要になる。

12,119 12,215 7拡充

①児童虐待相談件数の増加に伴い、児童虐待防止対応の
強化を図る必要がある。
②児童虐待防止対応の強化を図るため、引き続き、子ども家
庭総合支援拠点の設置に向けて検討を行うとともに、要保護
児童対策支援員を配置する。

19,339

3 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

ファミリー・サポート・センターの運営に要
する経費

こども支援課 ○ 　　

①様々な事象で一時的に子どもの世話ができない場合、地
域の住民同士で相互援助の形式で支え合いを行い、子育て
支援を実施する。
②保育園等の送迎のサポート依頼が増加し、ニーズが高まる
中、充分な提供会員を確保する必要がある。

2,686 3,468 7拡充

①地域で子育てを支え合う施策として重要な手段であり、提
供会員を増やし、活動の活性化を図る必要がある。
②幼児教育の無償化に伴い、10月から一部の会員が利用料
無償化の対象となることから、要綱改正などの事務手続きを
行うとともに、会員へ適正に周知を図っていく。

4,168

4 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

つどいの広場の運営に要する経費 こども支援課 ○ 　　

①常設のつどいの広場を開設し、おおむね３歳児未満の乳幼
児とその保護者が、気軽に集い相互交流をする場を提供す
る。
②利用者にとって、更に快適な居場所となるよう児童のニー
ズを把握する必要がある。

9,517 10,035 7拡充

①事業の質の向上を図るため、利用者のニーズに合わせた
事業展開を検討していく必要があるため。
②アドバイザーの資質の向上及び相談業務の充実を図るた
め、研修を実施する。また、利用者のニーズに沿った事業展
開を実施するため、アンケート調査を実施していく。

12,094

5 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

子ども医療費助成に要する経費 こども支援課 ○ ○

①保護者が負担する子どもの医療に要する費用について、
当該費用の全部又は一部を助成するもの。
②所得制限撤廃分及び小学校４年生～中学校３年生の通
院・調剤に係る医療費については市単独事業として助成して
いる。

331,117 338,134
6精査・検
証

①市民要望も高いことから制度の維持を図りつつ、財源的負
担が大きいことから県補助拡充を要望する必要があるため。
②市の財源的な負担の軽減を図るため、市単独補助分につ
いて、助成基準の見直し（所得制限撤廃、通院部分の助成
対象拡大）を県に対し要望する。
マイナンバー制度における情報連携について、適正な事務
処理に努めるとともに、市民に対する制度の周知を図る。

367,915

6 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

子育て支援センターの運営に要する経費 こども支援課 　　

①子育てに関する相談及び情報を提供するとともに、子育て
及び子育て支援に関する講習を行う。
②サービスの向上及び相談業務の充実を図るとともに利用
者のニーズを把握する必要がある。

10,696 9,831 7拡充

①事業の質の向上を図るため、利用者のニーズに合わせた
事業展開を検討していく必要があるため。
②アドバイザーの資質の向上及び相談業務の充実を図るた
め、アドバイザーを対象に研修を実施する。また、利用者の
ニーズに沿った事業展開を実施するため、アンケート調査を
実施していく。

11,534

7 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

未熟児等養育医療に要する経費 こども支援課 　　

①身体の発育が未熟なままで生まれ、入院を必要とする乳児
に対して、その治療に係る医療費を一部助成する。
②対象家庭を支援するため、健康増進課などの関係機関と
連携を図る必要がある。

4,180 6,264
6精査・検
証

①法令に基づく事業であるため、市が制度改正を行うことが
できないが、市民への周知を図る必要があるため。
②マイナンバー制度について、適正な事務処理に努め、市民
への制度周知を図るとともに、関係機関と連携を図っていく。

5,715

8 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

利用者支援事業に要する経費 こども支援課 　　

①子育て支援コーディネーターを配置し、教育・保育施設や
地域子育て支援事業等の利用者に対して情報提供や助言を
行うとともに、地域の子育て資源の育成を図る。
②子育てサークルの育成など地域資源の更なる育成・開発を
行う必要がある。

2,414 2,507
6精査・検
証

①子育て世代の方が求めている情報提供やニーズを検証す
るとともに、子育てサークルの育成などを行う必要があるた
め。
②定期的に公共施設等で出張窓口を開設する。また、、子育
て世代が求めている情報提供及びニーズを把握し、助言を
行うとともに、子育てサークルの育成講座などを実施する。

2,984
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9 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童手当に要する経費 こども支援課 ○ 　　

①中学校終了までの児童を養育している保護者に対し、児童
手当を支給する。
②令和元年より年金の情報連携が試験的に運用予定となっ
ていることから、国からの情報収集を行うなど、運用開始に向
け検討する必要がある。

1,669,895 1,635,926
6精査・検
証

①法令に基づく事業であるため、市が制度改正を行うことが
できないが、事務の効率化と適正化を図る必要があるため。
②年金関係の情報連携が試験的に運用予定となっているこ
とから、本格運用に向けて準備を行っていく。

1,694,110

10 一般 3 2 3
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

母子福祉に要する経費（ひとり親家庭等
医療費等助成金）

こども支援課 ○ 　　

①ひとり親家庭等の親や児童に対し、医療費助成を行う。
②令和元年度より年度更新時期が８月から１０月に変更とな
ることから、円滑な事務手続きを行うとともに、対象者に周知
をする必要がある。

14,191 12,977
6精査・検
証

①令和元年度より年度更新時期が変更になることから、対象
者に周知などが必要となるため。
②令和元年度より年度更新時期が８月から１０月に変更とな
ることから、円滑な事務手続きを行うとともに、対象者に周知
をする必要がある。

14,401

11 一般 3 2 3
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

母子等福祉に要する経費（遺児手当） こども支援課 ○ 　　

①父母又は父母の一方が死亡、又は障害の状態になった中
学校修了前の児童の養育者に手当を支給するもの。
②該当者が手当を支給できるように、制度の周知を図る必要
がある。

1,763 1,900
6精査・検
証

①本事業の目的は、児童の健全な育成及び福祉の増進を図
ることであり、今後も制度の周知及び維持に努める必要があ
る。
②引き続き、適正な支給を行うとともに、市民に対する制度
の周知を図っていく。

2,316

12 一般 3 2 3
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童扶養手当に要する経費 こども支援課 ○ 　　

①18歳未満の児童を養育しているひとり親家庭などに対し
て、児童扶養手当を支給するもの
②申請書類等が複雑で、家庭の事情などを踏まえたきめ細
やかな対応が求められるとともに、令和元年より支払回数及
び年度更新時期が変更となることから、対象者に周知をする
必要がある。

321,976 314,754
6精査・検
証

①支払回数及び年度更新時期が変更になることに伴い、対
象者に周知などが必要となるため。
②令和元年６月から、地方公共団体から年金機構へ公的年
金給付有無等の情報連携施行開始。令和元年１１月から、
支払回数、年３回から６回に変更される。引き続き事務を適
正に遂行するとともに市民への周知を徹底していく。

433,586

13 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童遊園等の管理に要する経費 こども支援課 　　

①市内１６箇所の児童遊園について、適切な管理を行い児童
に健全な遊びを与える。
②遊具、フェンスなどの老朽化が進んでいるため、安全を確
保するため、破損した遊具などを把握するとともに、改修を行
う必要がある。

6,222 11,502
6精査・検
証

①破損した遊具を把握するとともに、楽しく利用しやすい児童
遊園とする必要があるため。
②児童遊園の安全を確保するため、定期的に点検を行うとと
もに、遊具等の改修を行う。

6,141

14 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童センターの管理運営に要する経費 こども支援課 ○ 　　

①児童への健全な遊びを通して、その体力を増進し、情操を
豊かにするとともに、地域での子育て支援を図る。
②利用者にとってさらに快適な居場所となるよう児童のニー
ズを把握する必要がある。

29,734 40,147 7拡充

①児童や保護者のニーズを把握し、子育て支援事業の充実
を図る必要があるため。
②体験教室やイベントなどについて、子どもや家庭にニーズ
に合わせた内容を検討していく。
子どもとのコミュニケーション術「機中八策」の講座を市民や
職員（保育士）を対象に実施していく。

43,534

15 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

放課後児童クラブの管理運営に要する
経費

こども支援課 ○ 　　

①保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校就学児童
に、授業の終了後に適切な遊びと生活の場を与えて、その健
全な育成を図る。
②利用児童数の増加に対応するとともに、安定的な運営を行
う必要がある。

143,601 187,528 7拡充

①子どもが安全に安心して放課後過ごすとともに、健全な育
成を図るため、安定的な運営及びサービスの向上を図る必
要がある。
②利用児童数が増加する中においても安定的な運営及び質
の向上を図るため、一部運営委託を実施するほか、職員の
研修参加、体験教室などを実施していく。

210,669

16 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

こども発達センターの管理運営に要する
経費

こども支援課 　　

①心身の発達に心配のある児童に対し、個々の状況に合わ
せて、発達に沿ったさまざまな支援を行う。
②市民に分かりやすい情報を提供し、支援を強化し安心して
子育て出来る環境を整備する。

36,214 39,308
6精査・検
証

①地域の中の発達支援の中核となるために今後も周知、内
容の充実を図る。
②他機関との連携を密に行うとともに、ライフステージに応じ
た適切な支援が確保できる療育支援体制を図る。

44,806
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17 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

放課後児童クラブ整備・改修事業 こども支援課 ○ ○

①「放課後児童健全育成事業の整備及び運営に関する基準
を定める条例」に基づき、放課後児童クラブの施設整備・改修
を行う。
②児童数の増加に対応するとともに、学校敷地外に設置して
いるクラブについては、学校敷地内の整備を実施していく必
要がある。

188,895 10,013 7拡充

①基準を満たしていない施設及び学校敷地外施設があるこ
とから、計画的に解消する必要がある。
②五本松小学校敷地内及び敷地外にて運営している五本松
小学校放課後児童クラブ施設について、敷地内施設を解体
し２階建ての施設を整備し、学校敷地内の運営を行う。
　また、道野辺小学校放課後児童クラブの施設環境の改善
を図るため、改修工事を実施する。

122,681

18 一般 3 2 5
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童遊園改修事業 こども支援課 ○ ○

①児童遊園の安全で安心な環境を確保するために、老朽化
した遊具・設備の更新など改修を行う。
②各園で老朽化が進んでおり、計画的に改修を進める必要
がある。

2,808 2,916
6精査・検
証

①児童遊園の安全で安心な環境を確保するために、改修を
継続的に進める必要があるため。
②遊具等の点検結果に基づき、南初富５丁目児童遊園の遊
具及び設備の改修を行う。

8,000

19 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童総務事務に要する経費 幼児保育課 　　
①保育認定を受けた子どもにおいて必要な助成を行う。
②必要な方に適正な助成を行うため、周知を行う必要があ
る。

26,716 6,866
6精査・検
証

①平成27年度より子ども・子育て支援新制度が開始され、事
務は適正に実施されているが、幼児教育無償化に伴い必要
な事務を実施する必要があるため。
②幼児教育無償化に伴い、必要な助成事業を精査の上、適
正に実施していく。

8,056

20 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

民間保育所等の補助に要する経費 幼児保育課 　　
①民間保育所等の運営等に補助を行う。
②保育需要の増大から、保育の質を確保しながら、積極的な
受け入れを働きかけ、待機児童の解消を図る必要がある。

204,807 270,769 7拡充
①様々な保育需要に対応し、質の向上を図る必要がある。
②待機児童解消の対応策の一つとして、保育士の確保、処
遇改善を図るための補助を充実する必要がある

379,562

21 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

病児保育に要する経費 幼児保育課 　　

①病気の回復期にあるが、集団保育で受け入れられない児
童を病院内にて保育する。
②利用ニーズのある病児保育を実施し、子育て支援の充実
を図る必要がある。

7,940 8,100
6精査・検
証

①現在実施している病後児保育のみではなく、病児保育の
実施について検討する。
②病児保育について、実施医療機関と調整を進める。

9,503

22 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

民間保育所整備助成事業 幼児保育課 ○ ○

①待機児童解消のため、民間保育所を誘致し、保育所の整
備に必要な助成を行う。
②「鎌ケ谷市子ども・子育て支援事業計画」に基づく整備を完
了した為、令和2年度から実施予定の次期計画において整備
の必要量を見極める必要がある。

29,695 60,740
6精査・検
証

①「鎌ケ谷市子ども・子育て支援事業計画」に基づく整備を完
了したが、次期計画において整備の必要量を考える必要が
ある。
②今後の整備計画について、次期「鎌ケ谷市子ども・子育て
支援事業計」を策定する。

0

23 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

地域型保育整備助成事業 幼児保育課 ○ ○

①待機児童の解消を図るため、地域型保育事業を公募によ
り整備し、改修費（内装工事）等の補助を行う。
②「鎌ケ谷市子ども・子育て支援事業計画」に基づく整備を完
了した為、令和2年度から実施予定の次期計画において整備
の必要量を見極める必要がある。

48,014 24,007
6精査・検
証

①「鎌ケ谷市子ども・子育て支援事業計画」に基づく整備を完
了したが、次期計画において整備の必要量を考える必要が
ある。
②今後の整備計画について、次期「鎌ケ谷市子ども・子育て
支援事業計」を策定する。

0

24 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

地域型保育給付に要する経費 幼児保育課 　　

①小規模保育事業施設等に入園している児童の給付費を支
払う。
②保育需要の増大から、積極的な入所を働きかけ、待機児
童の解消を図る必要がある。

249,522 300,570 7拡充
①今後も増加する保育需要に対応する必要がある。
②幼児教育無償化に伴い適正な給付事務を継続する。

408,076



NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

29年度決
算額［千
円］

30年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②令和元年度に取組む改革・改善内容

元年度予
算額［千
円］

25 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

施設型給付に要する経費 幼児保育課 　　
①公立保育園以外の保育所に入園している児童の給付費を
支払う。②保育需要の増大から、積極的な入所を働きかけ、
待機児童の解消を図る必要がある。

690,581 798,479 7拡充
①今後も増加する保育需要に対応する必要がある。
②幼児教育無償化に伴い適正な給付事務を継続する。

937,687

26 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

保育園総務事務に要する経費 幼児保育課 　　
①保育園の運営に係る事務について、システムの運用により
適正な事務を行う。
②保育料システムを改善し、適正な管理を行う必要がある。

2,342 2,765 7拡充
①常時、効果的なシステムへの改修が必要である。
②幼児教育無償化に対応するシステムの拡充を行い、適
正、迅速な支給認定、保育料関係事務を継続する。

3,225

27 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

市立保育園の管理運営に要する経費 幼児保育課 ○ 　　

①市立保育園が良好な保育環境を維持できるよう管理運営
を行う。
②保育需要の増大から、待機児童の解消を図る必要があ
る。また保育士を安定的に確保することにより、保育の質の
向上を図る必要がある。

343,168 339,815 7拡充

①引き続き保育士の確保、保育の質の向上を図る必要があ
る。また施設を良好に維持管理することにより安全・安心な環
境を維持する必要がある。
②費用対効果を考慮の上、効率的な管理運営方法について
常時検証する。

375,552

28 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

中高齢者交流保育事業に要する経費 幼児保育課 　　
①各私立保育園に１名の中高齢者を保育士を補助する職員
として配置する。
②中高齢者の活用方法について検討を行う。

1,387 1,471
6精査・検
証

①中高齢者の知識や経験を保育園の運営に活用する方法
について検証する必要がある
②引き続き、園や園児への影響を検証する。

1,761

29 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

保育園改修事業 幼児保育課 ○ ○
①市立保育園が良好な保育環境を維持できるよう施設の改
修を行う。
②施設の老朽化に伴う緊急を要する改修工事

30,219 3,715
6精査・検
証

①市立保育園の良好な保育環境を維持する為、絶えず検証
する必要がある。
②実施計画に基づき事業を実施する。施設の老朽化に伴う
長寿命化について検証する。

66,445


